
日時

2019年1月12日（土）
12時30分（受付開始）～16時40分

会場

大阪弁護士会館２階会議室
（大阪市北区西天満1-12-5）

　高麗青磁は10世紀半ばに中国・越窯青磁の技術
をもとに生まれたといわれ、その後も中国陶磁から
影響を受け続けてきました。韓国の南西部に位置
する康
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は、高麗青磁の中心的な生産地と
して知られています。とくに12～13世紀には翡色
青磁と象嵌青磁が生み出され、当時の中国や日本
でも評価されました。中でも扶安では、最近の窯
址の発掘調査において、「官」字銘の瓦などが出土
した建物遺構が見つかるなど、これまで知られて
いなかった新発見の成果も蓄積されつつあります。
一方、中国の汝窯窯址では近年の発掘調査で金代
の地層や遺物も出土し、北宋汝窯のその後の展開
をふくめた全体像が明らかになりつつあります。
　今回、両窯址をめぐる新発見の成果を、韓国、
中国から第一線の研究者をお招きし、最新の研究
成果をご紹介いただきます。なお、本講座は、在
日韓国人である故李秉昌（イ・ビョンチャン）博士に
ご寄贈いただいた韓国陶磁研究基金によって開催
するものです。

12:30～	 受付開始
	 ※準備の都合により、12時30分以前には
	 　会場へお入り頂けません

12:55	 開会

13:00～14:10   	「汝窯の新発見とその影響」
	 孫新民氏
	 河南省文物考古研究院・研究員

14:10～14:20   	休憩

14:20～15:10	「扶安郡柳川里3区域（12号青磁窯址
一帯）発掘調査の成果と意義」

	 韓貞華氏 
	 扶安青瓷博物館・学芸士

15:10～15:20	 休憩

15:20～16:00	「汝窯青磁と高麗青磁―「大概相類」
の背景」

	 小林仁
	 大阪市立東洋陶磁美術館・学芸課長代理

16:00～16:10	 休憩

16:10～16:30	 総括・質疑応答

16:40　　　	 閉会

京阪・中之島線「なにわ橋」駅より徒歩約5分、
地下鉄御堂筋線・京阪本線「淀屋橋」「北浜駅」より徒歩約7分、
JR東西線「北新地」駅より徒歩約15分

講座内容 スケジュール

定員：150名（先着順）　 
※聴講無料、２階会議室に直接お越し下さい

問合せ：大阪市立東洋陶磁美術館・学芸課　 
　　　　電話 ： 06-6223-0055

主催：大阪市立東洋陶磁美術館、公益財団法人大阪市博物館協会

後援：駐大阪大韓民国総領事館 韓国文化院、東洋陶磁学会
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青磁輪花形鉢（二点）  高麗時代・12世紀前半
写真　六田 知弘


